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備えと情報で身を守りましょう

■土砂災害の種類と前兆現象

■危険な場所を確認しておきましょう

この特集に関するお問い合わせは
防災計画課☎214･3046

危険度
■避難情報をお知らせします

　近年、全国各地で局地的・記録的な大雨が多発しており、土砂災害の被害が
発生しています。
　市では土砂災害の危険性がある場所を、「土砂災害警戒区域」等として公表
しています。お住まいの場所や近所に危険な場所がないか事前に知っておくと
ともに、土砂災害の危険が迫ったときの行動について確認しておきましょう。

　土砂災害に関する情報や、行政からの避難情報が発表されたときは、早めに指
定避難所等に避難してください。避難が困難な場合は、近くの頑丈な建物の２階
以上か、家の中の安全な場所（崖から離れた部屋や２階など）に退避しましょう。

■早めの避難を心掛けましょう

 危険が迫ったら 

 土砂災害に備えて 

・夜間に大雨が予想されるときは、暗くなる前に安全に避難する
・  乳幼児や高齢の方など災害時に配慮が必要な方がいる場合は、移動
時間を考えて早めの行動を心掛ける
・  避難情報が出されていなくても、危険を感じた場合は自主的に避難
する
・ 近所に声掛けし、できるだけ２人以上で行動する
・ 大雨により、側溝やマンホールのふたが外れていることがあるので
注意する

　災害を予測して、避難の
準備を呼び掛けるために発
令します。高齢の方や障害
のある方は、避難を開始す
る目安にしてください。

1避難準備情報
　災害が発生する恐れが
あり、避難を促すために
発令します。災害の状況
に応じて、適切に避難し
てください。

2避難勧告
　災害の危険が目の前に
迫り、避難しなければ生
命の危険が高まる場合に
発令します。直ちに避難
してください。

3避難指示

・ 土砂災害ハザードマップ等を活用し、避難所や避
難経路を事前に確認する
・ 災害発生時には通れない道もあるため、避難経路
は複数確認しておく
・非常持ち出し袋を持ち出しやすい場所に準備する

災害情報の
主な入手方法

●テレビ・ラジオ
●仙台市ホームページ
●広報車
●緊急速報メール
● 杜の都防災W

ウ ェ ブ
eb・メール

● 危機管理室ツイッター

　 避難の際に注意すること

◀土砂災害ハザードマッ
プは区役所総合案内等で
配布しているほか、ホー
ムページ「せんだいくら
しのマップ」http://www
2.wagmap.jp/sendaicity/
でもご覧いただけます

◀土砂災害ハザードマッ
プは区役所総合案内等で
配布しているほか、ホー
ムページ「せんだいくら
しのマップ」http://www
2.wagmap.jp/sendaicity/
でもご覧いただけます

土砂災害による被害を防ぐために

　地中に染み込
んだ水分が土の
中にたまり、雨
や地震をきっか
けに一気に崩れ
落ちます。

崖崩れ
　斜面の一部
分あるいは全
部が地下水の
影響と重力に
より、ゆっくりと斜面の下方に移
動していきます。

地滑り
　集中豪雨や
長雨などによ
って、山や川
の石や土砂が
一気に下流に
向けて押し流されます。

土石流

【前兆現象】地鳴り、沢の水位の急
激な減少、水の濁り等

【前兆現象】地鳴り、落石、湧き水
の発生（または濁り、枯渇）等

【前兆現象】地鳴り、落石、地面の
ひび割れ、池や沼の水位の急変等


